
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 ６月 行 事 予 定 日 曜日 ６月 行 事 予 定 日 曜日 ６月 行 事 予 定 

1 水 運動会 12 日  23 木 ６年スクール救命士 クラブ活動 

2 木 委員会活動 13 月 ４年環境アクティブラーニング １・２年保幼小交流会 24 金  

3 金 観劇 14 火 歯科健診・フッ素塗布 25 土 土曜日授業（通常授業） 

4 土  15 水 学習参観・学級懇談会 26 日  

5 日  16 木 なかよし掃除 プール開き 代表委員会  27 月  

6 月  17 金  28 火  

7 火  18 土  29 水  

8 水 なかよし広場 眼科健診 19 日  30 木 なかよし掃除 クラブ活動 

9 木 こころの相談 クラブ活動 20 月  ７月予定 

１４・１５日  個人懇談会 

２０日  終業式 

10 金 プール清掃 21 火  

11 土  22 水 集団下校訓練 

 

学校だより 深町小学校 

 

文責 校長 河谷正弘 

学校教育目標 

「豊かな人間性をそなえ、主体的で 

確かな実践力をもつ 児童の育成」 

 ５月２９日（日）は残念な天候で、運動会を実施でき

ませんでした。本校の運動場は大変水はけがよく、雨が

降り止めば運動会はできると考えていましたが、状況は

回復しませんでした。 

予備日の６月１日（水）は平日にもかかわらず、早朝

より、来賓をはじめ多くの保護者や地域の方々のご来場

を得て、開会式が始まりました。各学年の短距離走をは

じめ、表現や競争遊戯など、どの種目にも温かい声援と

ねぎらいの拍手をいただき、子どもたちにとって大きな

励みとなりました。 

プログラム終盤の５・６年生の表現「愛と力を」では、

子どもたちの一つ一つの演技に会場から大きな拍手・声

援をいただきました。また、最終種目の紅白リレーでは、

代表選手の力強い走りに紅白の歓声が響き渡り、盛会の

うちに無事終えることができました。 

代表委員会で決めた「ファイト深町っ子 ２１９人の力と

心を一つにして 元気いっぱい楽しくやりとげよう」という

運動会のスローガンの内容は十分に達成されたと考え

ています。子どもたちの頑張りやよさをたくさん見つけ

ることができたすばらしい運動会でした。特に、４・５・

６年生は、運動会を支える係の仕事を、責任を持ってや

りとげました。頼れる深町小の子どもたちだと嬉しく思

いました。 

 また、保護者の皆様には、開門前の決められた場所で

の整列、学校周辺での路上駐車の防止、ごみの持ち帰り、

応援席でのテーブルやパラソル使用自粛等、マナーアッ

プへのご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げ

ます。運動会の終了後には、保護者の方々のご協力で短

時間で後片付けを終えることができました。本当にあり

がとうございました。 

各学年とも、運動会で学んだ 

「最後まであきらめないこと」 

「みんなで協力し合うこと・助け合うこと」を活かして

学校生活に取り組ませていきたいと思います。 

３つの花を、大きくさかせましょう。 

 
赤組応援団長 ６年ＫＹさん  

「応援団長になれたよ」 
ぼくは今年の応援団長になりました。まずは団長になるため

のオーディションがありました。赤組の応援団長になりたい人

は２人でした。団長になるためには声の大きさ、声を長く出し

続ける、ふりの大きさが大切です。この条件をクリアすると応

援団長になれると言われて、ひたすら練習しました。オーディ

ションをする日は、のどが痛かったけれど大きな声で頑張った

結果、団長になれました。応援団のみんなとの練習では、初め、

声も小さくふりも小さかったです。そこで鏡を見ながらふりを

確認したり、とにかく大きな声を出して練習しました。４年生

と５年生も一生懸命練習してくれてうれしかったし、頑張って

いるなぁと思いました。 

運動会は平日だったけれど、たくさんの人が来ていて「だい

じょうぶかな」と少し丌安でした。応援合戦では、いきなりた

すきが取れるというハプニングもありましたが大きな声で応

援ができました。今年の運動会では赤組が負けてしまいまし

た。来年は勝ってほしいです。次は５年生が団長になる番です。

みなさん、来年も頑張って応援してください。 

白組応援団長 ６年ＭＭさん 

「初めて応援団長になった」 
ぼくは応援団長になりたくて、オーディションを受けまし

た。小松先生から「声の大きさと息の長さ」と言われていたの

で、意識をしてオーディションにのぞみました。そして、白組

の応援団長になりました。 

最初に「三三七拍子」から練習しましたが、動きがぜんぜん

できなくて小松先生から「遠くのものをとるように」と教えて

もらいました。するとみんな上手にできてすごいと思いまし

た。次に「空手四天王」の練習をしました。先生から「こしを

落として手をしっかりあげるといい」とアドバイスをもらいま

した。やってみるとぼくもみんなもうまくできるようになった

のでうれしかったです。「パーフェクトヒューマン」の歌詞や

おどりをみんなで考えて楽しい応援団になりました。そして本

番がやってきました。声の大きさが心配になってきて、緊張し

たけど、みんなに拍手をもらったのでよかったと思いました。 

一番心に残ったのは、初めて「学ラン」を着たことです。家

で「声も大きくふりもうまくできたね」と言われました。次は

５年生が団長になるので、頑張ってほしいと思っています。 


